
　地域文化の再発見と、ふるさと久御山への理解を

深める「ふるさと教室」が７月２日開かれました。 

　市田の毘沙門堂では、阪部五三夫町郷土史会会長

を講師に、全国的にも珍しい北向きの毘沙門天の由

来や歴史を学び、年に１度しか開帳しない毘沙門天

像を拝観し、ふるさとの良さを再発見しました。 

珍しい北向きの毘沙門天 

エコーラインなど 
行政ニュース 

明るい選挙啓発ポスターと標語を募集など 

歯のひろばなど 
みんなの広場 
町職員を募集など 
行政ニュース 

INFORMATION

伊勢参宮道中記（8） 
ふるさとの旅日記 

6P

4P

10P

18P

2P

　び　しゃもん 
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【
第
１
次
試
験
】
 

日
時
／
9
月
16 
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
久
御
山
町
役
場
 

試
験
内
容
／
事
務
職
①
…
教
養
試
験
、
事
務

適
性
検
査
、
集
団
面
接
（
教
養
試
験
、
事

務
適
性
検
査
結
果
上
位
者
に
つ
い
て
後
日

実
施
し
ま
す
）
 

　
事
務
職
②
…
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査
 

　
消
防
職
…
教
養
試
験
、
消
防
適
性
検
査
 

【
第
2
次
試
験
】
 

日
時
・
場
所
／
11 
月
上
旬
。
第
１
次
試
験
合

格
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。
 

試
験
内
容
／
作
文
試
験
、
面
接
試
験
、
体
力

試
験
（
消
防
職
）
 

  受
験
申
込
書
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ（http://w

w
w
.tow
n. 

kum
iyam

a.kyoto.jp

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
 

  受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
必
要
書
類
を
添
え
て
8
月
6
日
b
か
ら

17 
日
f
ま
で
の
間
に
、
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
、

お
こ
な
い
ま
せ
ん
。
 

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で
。
 

採
用
試
験
等
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
総

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

   の
っ
て
こ
バ
ス
（
巡
回
バ
ス
）
10 
万

人
突
破
記
念
ク
イ
ズ
の
答
え
は
「
6
月

22
日
」
、
正
解
者
は
9
人
で
し
た
。
 

正
解
者
に
は
、
記
念
品
（
バ
ス
カ
ー

ド
１
，
１
0
0
円
分
）
を
贈
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

ま
た
、
貴
重
な
ご
意
見
も
い
た
だ
き
、

の
っ
て
こ
バ
ス
は
、
み
な
さ
ん
に
愛
さ

れ
、
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
の
っ
て
こ
バ
ス

を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

   町
で
は
、
毎
月
最
終
日
曜
日
を
「
バ

ス
の
日
」
と
し
て
、
の
っ
て
こ
バ
ス
を

終
日
運
賃
無
料
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
 

8
月
の
「
バ
ス
の
日
」
は
26
日
a
で

す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
 

住民活動補償制度  
▽
受
験
申
込
書
 

▽
受
付
期
間
 

平
成
２０
年
4
月
1
日
採
用
予
定
の
久
御
山
町
職
員
採
用
試
験
を
、
 

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
 

事務職① 
 
 
 
事務職② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
消防職 

若干名 
 
 
 
１名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１名 

身体障害 
者を対象 

1　 昭和56年4月2日から平成2年4月1日までに生ま
れた人 

2　 高等学校卒業程度以上の学力を有する人 
 
1　 昭和47年4月2日から平成2年4月1日までに生ま
れた人 

2　 高等学校卒業程度以上の学力を有する人 
3　 身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度
が1級から6級までの人 

4　 自力により通勤でき、介護者なしに職務の遂行
が可能な人 

5　 活字印刷文（点字は除く）による出題に対応で
きる人 

 
1　 昭和56年4月2日から平成2年4月1日までに生ま
れた人 

2　 高等学校卒業程度以上の学力を有する人　 
3　 通勤時間がおおむね１時間以内の人 
4　 身長…男性は160㎝以上、女性は155㎝以上の人 
　　体重…男性は50㎏以上で身長と均衡がとれてい

る人 
　　　　　女性は45㎏以上で身長と均衡がとれてい

る人 
　　視力…両眼ともそれぞれ裸眼で0.6以上の人また

は裸眼0.1以上でかつ矯正視力が1.0以上
の人 

　　その他…身体に職務遂行上支障がない人 

（　　　　） 

受　　験　　資　　格 職　　種 採用予定人員 

ご
応
募
あ
り
が
と
う
 

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
入
選
作
品
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
入
選
作
品
 

活動の内容や事故の状況によって、対象とならないとき
があります。詳しくは、総務課へお問い合わせください。 

◆賠償内容－－－－－－ 
団体の指導者や責任
者の過失によって、参
加者や第三者にケガを
させたり、財物に損害
を与えたり、法律上の
損害賠償責任を負った
ときなどが対象です。 

◆傷害内容－－－－－－ 
指導者や参加者自身
が急激かつ偶然な外来
の事故または次の特定
疾病により死亡したり、
後遺障害を被ったり、
入院・通院治療を要す
るケガをしたときなど
が対象です。 
①急性虚血性心疾患や
急性心不全等の急性
心臓疾患 
②くも膜下出血や脳内
出血等の急性脳疾患 
③気胸や過喚気症候群
等の急性呼吸器疾患 

住民活動補償制度  住 民活動補償制度  
町では、住民のみなさんが安心して地域活動をおこなえ
るよう、活動中の不測の事故を広く救済する「住民活動補
償制度」に加入しています。 

◆対象活動－－－－－－ 
5人以上で共通の目的を持った
住民で組織された住民団体等がお
こなう地域活動や社会教育活動な
どが対象です。 
また、住民のみなさんが無報酬で参加する活動も対象に
なります。ただし、宗教、政治、営利を目的とした活動や
企業活動は対象となりません。 
対象の住民団体とは「住民（町外居住者を含む）により
自主的に構成された町内に本拠地を有する団体」で、事前
に総務課へ登録をされた団体（自治会や体育協会等に氏名
登録をされている団体を含む）です。 

　給 付 限 度 額 
1人　500万円 
1人　15～500万円 
1人　1日　3,000円 
（180日が限度） 
1人　1日　2,000円 
（90日が限度） 

区　　分 
死　　亡 
後遺障害 

入　　院 
 
通　　院 

1人　6,000万円 

1事故　2億円 

1事故　100万円 

1事故　100万円 

対 人 賠 償 
 

対 物 賠 償 

受託品賠償 

　てん補限度額 区　　　分 

入院・通院保険金は、事故日から通算し 
て180日が限度（手術補償金は出ます） 

1事故につき5,000円は免責で自己負担 

　給 付 限 度 額 
1人　300万円 
1人　9～300万円 
1人　1日　3,000円 
（180日が限度） 
1人　1日　2,000円 
（90日が限度） 

区　　分 
死　　亡 
高度障害 

入　　院 
 
通　　院 

入院・通院保険金は、事故日から通算し 
て180日が限度（手術補償金は出ません） 

▼賠償責任 

▼傷害補償 

▼特定疾病 
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　7月7日、保健センターで、町と宇治久世歯科医師会の

共催で「歯のひろば」が開かれ、家族連れら約330人が

参加しました。 

　この催しは、歯を大切にするため、虫歯の早期発見・予

防に対する知識や理解を深め、乳幼児の虫歯予防の指導や

相談、高齢者の歯科検診など幅広い内容で毎年開催されて

います。 

　この日は、歯科医師による健診と歯の磨き残しをチェッ

クする染め出しをおこなった後、歯科衛生士が磨き残し部

分のブラッシングを指導。また、歯やあごに関する相談、

フッ素塗布、むし歯予防に関する人形劇などもおこなわれ

ました。 

　参加者全員に歯磨きセットや食生活改善推進員協議会「久

味の会」のみなさんの協力で、カルシウムたっぷりのごぼ

うチップスとおからクッキーと作り方を書いたレシピを一

緒にプレゼントされ、歯にやさしいおやつをもらって子ど

もたちも大喜びでした。 

　町と京都府の共催で、

「くらしのセミナー」が

開かれ、参加者は複雑で

多様化する消費生活の知

識を学びました。 

　このセミナーは、消費者意識の高揚を図り、消費者の安

全と利益を守るため、毎年開かれているもので、2回の講

演会と施設見学会に多くの人が参加しました。 

　第1回目の6月19日は、「エネルギーと地球温暖化」

をテーマに講演会を実施。また、6月27日の施設見学会

では、関西電力株式会社の南港発電所「エル・シティ・ナ

ンコウ」を訪れ、最新鋭の火力発電のしくみやエネルギー

と地球温暖化の関わりについて知識を深めました。 

　また、7月3日の講演会では、「多重債務に陥らないた

めに」をテーマに、グレーゾーン金利の話や自動車ローン、

モデルケースで家計簿をチェックするなど、消費生活の基

礎知識を学びました。 

保健センター 南港発電所など 

歯のひろば 

歯磨き指導で虫歯予防 

くらしのセミナー 

消費生活の基礎を学ぶ 

歯科衛生士によるブラッシング指導 熱心に講演を聴く参加者 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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2007 Kumiyama2007 Kumiyama

染め物教室（7月2日・中央公民館） 
「久味の会」班別献立発表会 （6月28日・保健センター） 



井上　千裕ちゃん 
いのうえ　　ち　ひろ 

（平成17年7月21日生） 
元気で賑やかパワフルちぃちゃん。

好きな事を沢山見つけて遊んでね。 

佐山　父　泰行さん・母　裕美さん 

大きなジャガイモが掘れたよ 海の日を楽しく過ごす家族連れら 

　7月14日、待ちに待った町民プールが今年もオープン。

台風の影響で、初日からの3連休は低調な滑り出しとなり

ましたが、夏休みを迎えて多くの人が訪れています。 

　町民プールは、水の流れる「流水プール」や滑り台のあ

る「幼児プール」、本格的に泳げる「50㍍プール」など、

子どもから大人まで大満足。8月末までオープンしていま

すので、ご家族・お友達、みなさんでお誘いあわせのうえ、

町民プールで楽しい夏のひとときを過ごしませんか。 

佐山小学校 

佐山農業体験学校 

ジャガイモの収穫 輝く日差しと水しぶき 

待ちに待ったオープン 
町民プール 

　6月28日、佐山校区青少年健全育成協議会（　田米和

会長）の主催で、ジャガイモの収穫がおこなわれました。 

　農作業を通して、自然の恵みの大切さや、働くことの厳

しさを体験するため、毎年開かれている「佐山農業体験学

校」の取り組みの一つで、3月に苗を植え世話をしてきま

した。児童らは、青少協のメンバーから収穫のアドバイス

を受け、大きく生長したジャガイモを次々と掘り起こし、

農園は笑顔と歓声に包まれました。 

6月15日から7月14日までの受付分（敬称略） 

松
村
　
和
幸
 

國
則
　
英
史
 

大
原
　
　
誠
 

名
畑
　
達
也
 

石
田
　
博
孝
 

佐
　
古
 

　
林
 

市
　
田
 

下
津
屋
 

　
〃
 

松
村
　
真
野
 

國
則
　
昌
子
 

大
原
　
美
緒
 

名
畑
麻
衣
子
 

石
田
亜
希
乃
 

博
之
・
利
佐
 

好
彦
・
淳
子
 

和
幸
・
麻
貴
 

洋
巳
・
素
子
 

朗
宏
・
優
紀
 

信
夫
・
園
子
 

奈
緖
登
・
由
紀
子
 

繁
人
・
美
喜
惠
 

太
一
・
佐
恵
 

昌
春
・
朋
子
 

文
太
・
娟
子
 

伸
朗
・
絵
理
子
 

義
人
・
千
幸
 

晋
吾
・
享
加
 

日
龍
・
春
子
 

坊
之
池
 

　
〃
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

佐
　
古
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

市
　
田
 

　
〃
 

　
〃
 

下
津
屋
 

上
田
　
航
大
 

河
村
　
龍
哉
 

新
藤
　
沙
耶
 

　
　
　
拓
摩
 

山
田
　
想
太
 

中
川
智
優
美
 

大
槻
　
花
歩
 

伊
藤
　
滉
人
 

　
西
　
　
琴
 

山
田
　
紗
衣
 

田
牧
　
美
夏
 

藤
原
　
結
菜
 

田
中
　
永
人
 

山
　
　
功
己
 

加
納
　
　
峰
 

こ
う
だ
い
 

り
ょ
う
や
 

　さ
　
や
 

た
く
　ま
 

そ
う
　た
 

　ち
　
ゆ
　
み
 

　か
　
ほ
 

ひ
ろ
　と
 

　ゆ
　
な
 

　さ
　
え
 

　み
　
か
 

ゆ
い
　な
 

え
い
　と
 

こ
う
　き
 

　
　
み
ね
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
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2007 Kumiyama2007 Kumiyama

小学生夏季ドッジボール大会 
（7月7日・総合体育館） 

遊びの広場（7月
4日・ゆうホール

） 

「KTCものづくり技術館」来館者2万人達成 （7月12日・京都機械工具株式会社） 



申
告
の
受
け
付
け
は
2
、
3
分
で
終
わ
る

の
に
、
そ
れ
ま
で
の
待
ち
時
間
が
非
常
に
長

い
で
す
。
 

昼
休
み
時
間
に
も
受
け
付
け
た
り
、
簡
易

な
申
告
だ
け
を
受
け
付
け
る
窓
口
を
設
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
（
匿
名
）
 

 A
 

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
毎
年
2
月
16 
日

か
ら
3
月
15 
日
ま
で
、
役
場
税
務
課
と
宇
治

税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

同
時
期
に
、
税
務
課
で
は
町
民
税
の
申
告

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
窓
口
が
大
変

混
雑
し
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
 

さ
ま
ざ
ま
な
場
合
を
考
慮
し
、
午
前
と
午

後
に
分
け
て
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
申
告
書
の
記
載
方
法
を
ご
存
知
の

人
は
、
郵
送
で
の
提
出
も
可
能
で
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
税
務
課
】
 

   こ
れ
か
ら
若
い
人
の
住
む
町
と
し
て
発
展

し
て
い
く
に
は
、
安
心
で
き
る
医
療
者
の
住

む
町
に
守
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

救
急
時
に
他
市
に
搬
送
す
る
必
要
が
な
く

な
る
よ
う
に
、
町
内
に
総
合
病
院
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。
 
 
 
 
（
佐
山
・
女
性
）
 

 A
 

総
合
病
院
の
設
置
等
は
、
医
療
法
に
よ
り

地
域
ご
と
に
病
床
数
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

町
が
属
す
る
地
域
で
は
、
基
準
病
床
数
の

96
・
5
％
を
確
保
で
き
て
お
り
、
新
し
い
総

合
病
院
を
こ
の
地
域
に
建
て
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
す
。
 

ま
ず
は
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
診
て
い
た

だ
け
る
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
て
い
た
だ
き
、

健
康
管
理
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

万
が
一
の
と
き
は
、
車
で
20
分
以
内
の
と

こ
ろ
に
24
時
間
対
応
の
病
院
が
あ
り
ま
す
の

で
、
か
か
り
つ
け
医
と
相
談
し
て
病
院
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

今
後
も
、
医
療
機
関
の
機
能
に
も
と
づ
い

た
医
療
体
制
の
整
備
を
、
関
係
団
体
に
要
望

し
て
い
き
ま
す
。
 
 
 
【
長
寿
健
康
課
】
 

  Q
 

参
道
橋
か
ら
下
流
の
古
川
沿
い
の
道
路
は
、

暗
く
な
る
と
車
の
ラ
イ
ト
で
と
て
も
怖
い
で

す
。
 

古
川
の
堤
防
の
一
部
が
余
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
の
で
、
そ
こ
に
歩
道
を
作
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
 
 
 
 
 
 
 
 
（
匿
名
）
 

  古
川
改
修
計
画
に
よ
り
、
京
都
府
の
管
理

河
川
と
し
て
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
く

こ
と
と
考
え
ま
す
。
 

今
後
、
そ
の
中
で
検
討
す
る
よ
う
考
え
て

い
き
ま
す
。
 
 
 
 
 
【
建
設
整
備
課
】
 

   御
牧
小
学
校
の
西
側
に
あ
る
道
で
す
が
、

道
幅
が
狭
く
車
が
通
行
す
る
と
い
っ
ぱ
い
で
、

歩
行
者
が
通
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
路
肩
に
土
や
農
産
物
が
盛
ら
れ
て

い
て
汚
い
で
す
。
 
 
 
 
 
 
（
匿
名
）
 

  ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
町
道
相
島
・
坊
之

池
線
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
他
の
緊
急
度
の

高
い
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
路
肩
に
置
い
て
あ
る
農
産
物
な
ど

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に
撤
去
す
る
よ
う
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
建
設
整
備
課
】
 

   京
都
市
内
か
ら
転
入
し
て
き
ま
し
た
が
、

時
刻
表
の
見
方
が
分
か
り
に
く
い
で
す
。
 

市
内
の
よ
う
に
、
停
車
場
所
が
書
い
て
あ

る
と
分
か
り
や
す
い
で
す
。
（
栄
・
女
性
）
 

  ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
は
、
バ

ス
事
業
者
が
運
行
し
て
い
る
路
線
バ
ス
に
つ

い
て
の
ご
要
望
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

「
栄
町
」
バ
ス
停
の
行
き
先
・
時
刻
は
一

般
的
な
表
示
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ル
ー
ト

図
の
掲
示
が
な
い
た
め
見
に
く
い
と
い
う
印

象
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

改
善
に
つ
い
て
の
要
望
を
バ
ス
事
業
者
に

伝
え
ま
す
。
 
 
 
 
 
【
都
市
計
画
課
】
 

  Q
 

中
央
公
民
館
に
あ
る
市
田
斉
当
坊
・
佐
山

尼
垣
外
な
ど
の
遺
物
は
大
変
立
派
な
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
 

で
き
れ
ば
、
府
文
化
財
保
護
課
に
申
し
入

れ
て
、
冊
子
に
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
栄
・
男
性
）
 

  市
田
斉
当
坊
・
佐
山
・
佐
山
尼
垣
外
遺
跡

に
つ
い
て
は
、
平
成
9
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
か
ら
中
世
の
遺
溝
・

遺
物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
 

特
に
市
田
斉
当
坊
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石

器
類
は
大
変
貴
重
な
資
料
も
多
く
、
島
根
県

を
は
じ
め
各
地
へ
貸
出
も
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
 

冊
子
に
つ
い
て
は
、
7
京
都
府
埋
蔵
文
化

財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行
の
調
査
報
告
書

が
社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 
　
　
　
 
【
社
会
教
育
課
】
 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
確
定
申
告
受
け
付
け
ま
で
の
 

待
ち
時
間
が
長
い
で
す
 

Q
危
険
な
道
が
あ
り
ま
す
 

Q
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
な
ど
の
 

活
用
に
つ
い
て
 

Q
バ
ス
停
の
時
刻
表
が
見
に
く
い
で
す
 

Q
総
合
病
院
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
 

Q
道
路
を
拡
げ
て
歩
道
を
 

設
置
し
て
く
だ
さ
い
 

A
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
 

A
設
置
は
困
難
で
す
 

A
今
後
、
考
え
て
い
き
ま
す
 

A
要
望
を
伝
え
ま
す
 

A
閲
覧
可
能
で
す
の
で
、
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

A
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
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このコーナーでは、毎月一つの居場所を紹介し、住民の
方々に知っていただくとともに、その活動の指導者やボラ
ンティア等でかかわっていただき、地域ぐるみで子どもた
ちの健全な育成をめざします。 
 
 
この取組みは、町青少年健全育成協議会の事業としてお
こなわれ、町健康づくり推進協議会、町食生活改善推進員
協議会、町PTA連絡協議会、御牧おやじの会、町子ども
センター協議会など多くの団体がかかわり、子どもの居場
所として定着しています。 
昨年度は、中央公民館や役場の駐車場を利用して開催さ
れ、約450人の親や子どもたちが参加しました。 
当日は環境や健康食育、縁日、ふれあい、飲食、スポー
ツなどの各コーナーが設けられ、すいか種飛ばしや日焼け
コンテスト、輪投げ、ヨーヨー釣り、射的、押し花、ぶっ
かけソーメン、かき氷などで半日間、親と子どもたちが楽
しみました。 

参加した子どもの声 
　ぶっかけソーメンは冷たくておいしかった。 
参加した子どもの保護者の声 
　数多くの催し物があったので、子どもたちと楽しいひと
時を過ごせてよかった。 
指導者・スタッフの声 
　射的など昔のことを思い出し、楽しく準備ができた。 
問い合わせ／社会教育課 

夏
は
エ
ア
コ
ン
や
水
の
使
用
が
多
く
な
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
増
え
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
を
抑
え
、
地
球
温
暖
化
を
防
止

す
る
た
め
、
各
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
 

町
で
は
、
電
気
製
品
が
ど
れ
く
ら
い
電
気

を
消
費
し
て
い
る
の
か
測
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
簡
易
型
電
力
量
表
示
器
（
エ
コ
ワ
ッ
ト
）

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
 

電
気
製
品
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
む
前

に
こ
の
エ
コ
ワ
ッ
ト
に
接
続
す
る
だ
け
で
、

電
力
量
や
電
気
料
金
を
表
示
し
ま
す
。
 

こ
の
夏
は
、
エ
コ
ラ
イ
フ
・
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

   ①
冷
房
温
度
は
28
度
を
目
安
に
 

軽
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

②
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に
 

少
な
い
回
数
で
効
率
よ
く
洗
濯
し
ま
し
ょ

う
。
 

③
シ
ャ
ワ
ー
の
流
し
っ
ぱ
な
し
に
注
意
 

こ
ま
め
に
止
め
ま
し
ょ
う
。
 

④
人
の
い
な
い
部
屋
の
消
灯
 

こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
 

⑤
使
わ
な
い
電
気
製
品
は
プ
ラ
グ
を
抜
く
 

待
機
電
力
を
カ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑥
冷
蔵
庫
内
は
整
理
整
頓
 

開
け
る
回
数
・
時
間
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑦
地
場
産
の
食
材
を

選
ぶ
 

流
通
に
要
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
ま
で
考

え
ま
し
ょ
う
。
 

⑧
再
利
用
で
き
る
容
器
を
使
っ
た
商
品
を
 

ご
み
も
減
る
の
で
グ
リ
ー
ン
購
入
し
ま
し

ょ
う
。
 

⑨
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
く
 

レ
ジ
袋
の
無
駄
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑩
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を
利
用
 

近
場
へ
は
、
散
歩
気
分
で
外
出
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
 

   
①
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
 

た
っ
た
5
秒
間
で
も
、
省
エ
ネ
効
果
が
あ

り
ま
す
。
 

②
不
要
な
荷
物
は
下
ろ
す
 

積
ん
だ
ま
ま
の
荷
物
が
、
燃
費
を
悪
く
し

ま
す
。
 

③
ア
ク
セ
ル
は
ゆ
っ
く
り
 

ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
で
、
燃
料
を
節
約
で

き
ま
す
。
 

④
余
裕
を
持
っ
た
車
間
距
離
 

無
用
な
ブ
レ
ー
キ
は
、
燃
費
を
悪
く
し
ま

す
。
 

⑤
通
行
を
妨
げ
る
駐

車
は
し
な
い
 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
。
 

No.5
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〜
早
寝
　
早
起
き
　
朝
ご
は
ん
〜
 

朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
と
、
午
前
中
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
て
、
頭
は
ボ
ン
ヤ
リ
、

身
体
に
も
力
が
は
い
ら
ず
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、

授
業
に
も
集
中
で
き
な
か
っ
た
り
、
楽
し
く

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

元
気
な
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
を
つ
く
る
に
は
、

早
寝
・
早
起
き
を
し
、
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か

り
と
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

社会保険庁の年金記録不備問題で、国民の年金に対する
不安が高まる中、同庁の職員や国税局の職員を名乗る者か
ら、次のような不審な電話などがあったとの相談が、各地
の消費生活センターに寄せられています。 
－事例①－ 
日本国民年金協会と名乗り、「現在、受給している年金
額に誤りが発覚し、文書到着後3日以内に現金を郵送しな
いと年金の支給を停止するとともに、東京地方裁判所に損
害賠償請求の訴訟を提訴し、資産を差し押さえる」という
文書が送付された。 
－事例②－ 
「年金の払い過ぎがあったので、指定の銀行口座に振り
込むように。振り込まない場合、次回の年金の支払いを停
止する」という電話があった。 
－事例③－ 
日本債権管理センターと名乗り「ハガキで先に照会した
が、国民年金の未納があるので、至急支払うように」とい
う電話があった。 

おかしいなと思ったら 
これら3つの事例では、支払いなどをする前におかしい
ことに気づき、被害は未然に防がれました。 
今回の社会保険庁などを名乗る不審な電話などは、特に
現金自動預払機（ATM）の使用に慣れていない高齢者を
狙った悪質なものです。 
実際に、社会保険事務所などが還付金などを支払う場合
に、職員が直接電話で連絡して、本人がコンビニエンスス
トアなどへ出向いて、ATMを操作してもらうようにお願
いすることはありません。 
社会保険庁や国税局の職員を名乗った電話や訪問などで
不審な点があれば、所属と氏名を確認し、近くの社会保険
事務所などに連絡しましょう。 
トラブルに巻きこまれたら、1人で悩まず、京都府消費
生活科学センター1075（671）0004、府山城広域振興
局商工観光室10774（21）2103または産業課へご相談
ください。 

町では、食育推進事業のひとつとして、基本的
な生活リズムの大切さを訴えるイメージキャラク
ターと標語を募集します。 
 
募集対象／①幼児の部（親子の合作でも可） 
②小学生の部 
③中学生の部 
④一般の部（高校生以上で町内在住・在勤・
在学の人） 

応募方法・問い合わせ／ハガキまたは町内の各小・
中学校や幼稚園、保育所、学校教育課に備え
付けの応募用紙に住所、氏名、年齢、学校名
をご記入のうえ、9月7日fまでに学校教育
課へ。 

※優秀作品には記念品 
　を贈ります。 

図
書
館 

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く

み
や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。 
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
誰
も
が
願
う
『
平
和
』
に
関
す

る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

産
経
新
聞
社
編
 

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
に
始
ま
っ
た
戦
争
の
4
年
間
を
た
ど
り
、
あ
の

戦
争
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
、
人
々
は
何
を
思
い
何
の
た
め
に
戦
っ
た

の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
認
識
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
紹
介
 

「
あ
の
戦
争
　
太
平
洋
戦
争
全
記
録（
全
3
巻
）」
 

柳
瀬
房
子
著
 

現
在
世
界
中
に
は
、
約
一
億
二
千
万
個
が
埋
設
さ
れ
、
毎
日
70
人

が
被
害
を
受
け
続
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
対
人
地
雷
。
本
書
は
地
雷

の
怖
さ
と
抹
消
の
必
要
性
に
つ
い
て
紹
介
 

「
人
間
が
地
雷
を
す
て
る
日
」
児
童
書
 

汐
文
社
発
行
 

広
島
平
和
記
念
資
料
館
・
長
崎
原
爆
資
料
館
・
沖
縄
県
平
和
記
念

資
料
館
の
展
示
資
料
や
周
辺
の
戦
跡
な
ど
を
、
写
真
と
イ
ラ
ス
ト
で

わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
平
和
博
物
館
・
戦
跡
ガ
イ
ド（
全
3
巻
）」
児
童
書
 

∧
平
和
を
願
っ
て
∨
 

図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
本
の
良
さ
、
読
書
の
楽
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
お
た
の
し
み
会
を
開
き
ま
す
 

今
年
も
夏
の
ひ
と
と
き
を
、
ご
家
族
や
お
友
達
と
楽
し
く
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。
 

日
時
／
8
月
5
日
a
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
交
流
ホ
ー
ル
 

対
象
／
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
大
型
絵
本
「
バ
ナ
ナ
ン
　
ナ
ン
」
、
ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ア
タ
ー

「
な
が
い
　
な
が
い
へ
び
の
は
な
し
」
、
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！

「
手
作
り
お
も
ち
ゃ
」
 

※
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

  
 本

の
貸
出
や
整
理
な
ど
、
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
す
る
「
子
ど
も

一
日
図
書
館
員
」
を
募
集
し
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
21
日
c
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

対
象
／
小
学
4
〜
6
年
生
 

定
員
／
先
着
6
人
 

オ
ス
ス
メ
本
 

★
漂
流
物
 

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ィ
ー
ズ
ナ
ー
作
）
 

浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
一
台
の
古

い
カ
メ
ラ
。
フ
ィ
ル
ム
を
現
像
し
て
み

る
と
、
驚
く
よ
う
な
世
界
が
写
っ
て
い

た
。
 

★
歩
く
 （

ル
イ
ス
・
サ
ッ
カ
ー
作
）
 

次
か
ら
次
へ
と
少
年
た
ち
を
待
ち
受

け
る
運
命
の
落
と
し
穴
。
少
年
た
ち
は

落
と
し
穴
を
か
わ
す
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

★
戦
力
外
通
告
 （

藤
田
宜
永
著
）
 

五
十
五
歳
、
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
。
今

ま
で
会
社
勤
め
を
す
る
こ
と
で
、
社
会

と
繋
が
っ
て
い
た
と
感
じ
た
。
男
た
ち

の
心
の
惑
い
を
描
く
。
 

作り方 

①　トマトは湯むきにします。 
②　しょうがは針しょうが、青ねぎは
小口に切っておきます。 

③　だし汁に酒、塩を入れ、①のトマ
トを入れ、沸騰させないようにして、

5分間煮ます。 
④　火を止め、鍋ごと冷やします。 
⑤　トマトが丸々入る器にトマトを入
れ、だし汁をかけて、②の針しょう
が、青ねぎを天盛りにします。 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

35㌔カロリー／1人分 

冷やしトマト煮 

103トマト 

だし汁 

酒 

 

･････････････････････････4個 

･･････････････････････600㏄ 

････････････････････････小さじ2

塩 

しょうが 

青ねぎ 

･･･････････････････････････少々 

･････････････････････少々 

･･･････････････････････少々 

■材料（4人分） 

夏
の
お
た
の
し
み
会
 

子
ど
も
一
日
図
書
館
員
を
募
集
 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

6
日
b
・
13
日
b
・
20
日
c
・
27
日
b
・

31
日
f

ふっとう てん も 

つ
な
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 町

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る

く
正
し
い
選
挙
と
投
票
参
加
を
啓
発
す
る
ポ

ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
 

入
選
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

ま
た
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
 

応
募
資
格
／
町
内
在
住
・
在
学
の
人
 

応
募
規
格
／
ポ
ス
タ
ー
は
、
4
つ
切
り
ま
た

は
8
つ
切
り
白
画
用
紙
で
、
色
彩
、
標

題
は
自
由
。
標
語
は
、
20
文
字
以
内
で

自
作
、
未
発
表
の
も
の
。
（
そ
れ
ぞ
れ

１
人
１
点
）
 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
ポ
ス
タ
ー
は
、
作
品

の
裏
面
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学

校
名
・
学
年
）
を
、
標
語
は
、
所
定
の

応
募
用
紙
ま
た
は
官
製
は
が
き
の
裏
面

に
作
品
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
校

名
・
学
年
）
を
ご
記
入
の
う
え
、
9
月

7
日
f
ま
で
に
広
報
行
政
課
へ
。
 

※
町
内
の
小
・
中
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
は
、
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
 

そ
の
他
／
①
一
次
審
査
で
入
選
作
品
を
選
び
、

入
選
作
品
の
な
か
か
ら
優
秀
作
品
を
府

の
二
次
審
査
に
出
品
し
ま
す
。
②
応
募

作
品
は
、
明
る
い
選
挙
推
進
の
た
め
の

啓
発
活
動
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
③
標
語
作
品
に
つ
い
て
は
、
お
返

し
し
ま
せ
ん
。
 

  
初
心
者
向
け
の
教
室
で
、
あ
い
さ
つ
や
自

己
紹
介
が
で
き
る
手
話
を
学
び
ま
す
。
 

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
こ
の
教
室
は
、
手
話
奉
仕
員
養
成
課
程

対
応
で
す
。
 

日
時
／
9
月
4
日
か
ら
12 
月
18 
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日（
9
月
18 
日
・
25
日
は
休
み
）

全
14 
回
お
よ
び
現
場
研
修
１
回
　
い
ず

れ
も
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
（
10 
月
9
日
は
中
央
公

民
館
）
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
 

定
員
／
先
着
15 
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
28
日
c
ま

で
に
社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
可
 

  
町
で
は
、
食
育
推
進
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
町
の
特
色
あ
る
食
文
化
の
理
解
と
伝
統

食
な
ど
を
継
承
す
る
た
め
久
御
山
町
食
暦
を

作
成
し
ま
す
。
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
食
暦
の
作
成
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
 

任
期
／
9
月
〜
平
成
22
年
3
月
 

募
集
人
員
／
3
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
24
日
f
ま

で
に
長
寿
健
康
課
へ
。
 

     
 町

で
は
、
終
戦
記
念
日
の
8
月
15 
日
正
午

か
ら
平
和
都
市
宣
言
記
念
碑
前
（
役
場
庁
舎

前
）
で
、
平
和
祈
念
集
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

ま
た
、
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
１
分
間
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、

黙
と
う
を
捧
げ
ま
す
。
 

ひ
と
り
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
 

  
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
手
作

り
遊
び
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
め
る
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
子
ど

も
広
場
を
開
き
ま
す
。
 

ご
家
族
や
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
8
月
25
日
g
　
午
後
3
時
〜
6
時
 

場
所
／
役
場
駐
車
場
・
中
庭
広
場
 

内
容
／
縁
日
コ
ー
ナ
ー
・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ

ー
・
飲
食
（
軽
食
）
コ
ー
ナ
ー
・
ス
ポ

ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

 
平
和
祈
念
集
会
と
 

戦
没
者
追
悼
サ
イ
レ
ン
 

子
ど
も
広
場
 

手
話
教
室
 

明
る
い
選
挙
 

啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
 

食
暦
作
成
委
員
 

し
ょ
く
ご
よ
み
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府
で
は
、
地
域
に
暮
ら
す
み
な
さ
ん
が
お

互
い
の
信
頼
と
き
ず
な
を
も
と
に
協
働
し
、

暮
ら
し
や
す
い
魅
力
的
な
地
域
を
め
ざ
し
て

自
ら
が
工
夫
し
て
行
動
す
る
「
地
域
力
再
生

活
動
」
を
応
援
す
る
た
め
、
交
付
金
を
支
給

し
ま
す
。
 

対
象
／
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
た
団
体
の

活
動
 

交
付
（
補
助
）
率
／
交
付
対
象
事
業
費
の
お

お
む
ね
3
分
の
１
以
内
 

交
付
限
度
額
／
ソ
フ
ト
事
業
　
2
0
0
万
円

以
内
、
ハ
ー
ド
事
業
　
5
0
0
万
円
以

内
 

募
集
期
間
／
8
月
31
日
f
〜
9
月
28
日
f
 

申
請
方
法
／
所
定
の
申
請
書
を
、
企
画
財
政

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
府
総
務
部
自
治
振
興
課
1
0
 

　
　
7
5
（
4
１
4
）
4
4
5
2
ま
た
は
企

画
財
政
課
 

※
別
途
、
7
京
都
府
市
町
村
振
興
協
会
か
ら

同
様
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
 

  
府
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
た
め

「
き
ょ
う
と
子
育
て
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
府
内
の
協
賛
店
舗
に

提
示
す
る
と
、
そ
の
店
舗
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

対
象
／
府
内
在
住
で
18 
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

が
お
ら
れ
る
家
庭
・
妊
婦
 

配
布
方
法
／
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
を
通

じ
て
配
布
 

※
学
校
な
ど
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
社
会
福
祉
課
で
配
布
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
ま
た
は
府
こ
ど

も
未
来
室
1
0
7
5
（
4
１
4
）
4
5
 

　
　
8
１
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
3
日
f
・
17 
日
f
　
午
後
１
時

30
分
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、

ビ
ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

   ▼
児
童
扶
養
手
当
 

父
の
い
な
い
児
童
や
父
が
重
度
障
害
の
状

態
に
あ
る
児
童
の
家
庭
の
経
済
的
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
児
童
の
母
ま
た
は
母
に
代
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

現
在
、
受
給
中
の
人
（
支
給
停
止
中
の
人

を
含
む
）
は
、
8
月
31
日
f
ま
で
に
、
現
況

届
と
手
当
証
書
お
よ
び
現
況
届
に
記
入
さ
れ

た
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
ま
ま
2
年
が
過

ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
受
給
資
格
が
消
滅
し
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
 

身
体
や
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ

る
児
童
を
、
家
庭
に
お
い
て
養
育
、
介
護
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

現
在
、
受
給
中
の
人
は
、
所
得
状
況
届
を

8
月
10 
日
f
か
ら
9
月
10 
日
b
ま
で
の
間
に
、

手
当
証
書
お
よ
び
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
い
ず
れ
も
届
け
出
の
際
に
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。
 

◎
新
た
に
各
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

認
定
請
求
が
必
要
で
す
。
受
給
要
件
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
認
定
請
求
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

認
定
請
求
す
る
人
や
扶
養
義
務
者
（
同
居

し
て
い
る
両
親
な
ど
）
の
所
得
に
よ
り
受
給

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
に

必
要
な
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
8
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
、
8
月

10 
日
は
「
道
の
日
」
で
す
。
 

私
た
ち
が
日
ご
ろ
、
通
勤
・
通
学
や
買
い

物
な
ど
で
利
用
し
て
い
る
道
路
は
、
人
や
物

資
を
運
ぶ
交
通
の
場
と
し
て
重
要
で
す
。
 

さ
ら
に
、
人
々
の
ふ
れ
あ
い
を
は
ぐ
く
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
と
し
て
、
ま
た
、
上
下

水
道
・
ガ
ス
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
収
納
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
も
重
要
な
施
設
で
す
。
 

し
か
し
、
あ
ま
り
に
身
近
す
ぎ
て
、
普
段

は
そ
の
重
要
性
を
見
過
ご
し
が
ち
で
す
。
 

こ
の
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
道
路
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
建
設
整
備
課
 

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

支
援
事
業
交
付
金
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
 

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
・
道
の
日
 

児
童
扶
養
手
当
と
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
 

子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
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親
子
サ
ロ
ン
は
、
8
月
の
第
3
週
は
休
み

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

休
室
日
／
8
月
13 
日
b
・
14 
日
c
・
16 
日
e
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
府
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
親
な
ど
を
対
象

に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
 

実
施
期
間
／
12 
月
〜
平
成
20
年
3
月
 

場
所
／
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
　
検
診
セ
ン

タ
ー
 

対
象
／
府
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
親
ま
た

は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

寡
婦
で
4
月
１
日
現
在
65
歳
未
満
の
人
 

定
員
／
１
0
0
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
9
月
10 
日
b
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

返
信
用
封
筒
（
切
手
添
付
）
を
添
え
て

府
山
城
北
保
健
所
1
0
7
7
4（
2
１
）

2
１
0
2
へ
。
 

  
現
行
の
久
御
山
町
・
宇
治
市
・
城
陽
市
に

加
え
、
京
都
市
伏
見
区
内
の
予
防
接
種
協
力

医
療
機
関
で
も
一
時
立
て
替
え
払
い
な
し
で
、

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
 

念
の
た
め
、
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
か

ら
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

上
記
の
地
域
以
外
で
予
防
接
種
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
長
寿
健
康
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人

を
対
象
に
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
29
日
d
　
午
前
10 
時
〜
午
後
2

時
 

場
所
／
議
会
棟
4
階
　
特
別
会
議
室
 

対
象
／
在
宅
で
介
護
を
要
す
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
、
常
時
直
接
介
護
し
て
い
る

人
 

内
容
／
学
習
会
と
交
流
会
 

　
　
カ
ラ
フ
ル
な
色
を
つ
け
た
砂
に
観
葉
植

物
な
ど
を
植
え
て
飾
り
ま
す
。
 

定
員
／
先
着
15 
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
10 
日
f
ま

で
に
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

  
み
な
さ
ん
の
健
康
と
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、

敬
老
会
を
開
き
ま
す
。
 

式
典
の
あ
と
、
Ｗ
ヤ
ン
グ
の
漫
才
や
し
の

ぶ
と
み
さ
を
の
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
三
味
線
と

民
謡
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

対
象
者
へ
の
案
内
通
知
は
発
送
し
ま
せ
ん

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

会
場
へ
は
、
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
広
報
く
み
や
ま
9
月
１
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
11 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
15 
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

対
象
／
数
え
年
で
70
歳
以
上
の
人
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象

に
、
水
中
運
動
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

実
施
期
間
／
9
月
中
旬
か
ら
平
成
20
年
2
月

下
旬
ま
で
の
週
１
回
（
Ａ
　
火
曜
日
、

Ｂ
　
水
曜
日
、
Ｃ
　
木
曜
日
、
Ｄ
　
金

曜
日
の
4
コ
ー
ス
）
　
い
ず
れ
も
午
前

9
時
〜
10 
時
 

場
所
／
ビ
バ
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
小
倉（
宇

治
市
小
倉
町
）
 

対
象
／
国
保
加
入
者
で
50
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
2
0
0
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
 

費
用
／
交
通
費
の
み
自
己
負
担
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
10 
日
f（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
国
保
医
療
課

と
ゆ
う
ホ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
専
用
は

が
き
で
国
保
連
合
会
1
0
7
5
（
3
5
 

　
　
4
）
9
0
5
4
へ
。
電
話
不
可
 

  
町
で
は
、
9
月
診
療
分
か
ら
乳
幼
児
医
療

費
支
給
事
業
の
対
象
年
齢
を
、
「
小
学
校
就

学
前
」
か
ら
「
中
学
校
就
学
前
」
に
引
き
上

げ
、
一
層
の
子
育
て
支
援
を
図
り
ま
す
。
 

現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
人
に
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し

ま
す
。
 

ま
た
、
今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
新
た
に

支
給
事
業
の
対
象
と
な
る
人
に
は
、
7
月
下

旬
に
受
給
者
証
発
行
の
た
め
の
申
請
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

   
府
で
は
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
ご
み
焼

却
施
設
「
長
谷
山
清
掃
工
場
」
（
城
陽
市
富

野
）
の
建
設
中
や
稼
働
後
の
環
境
調
査
の
結

果
を
記
載
し
た
環
境
影
響
評
価
事
後
調
査
報

告
書
の
縦
覧
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

縦
覧
期
間
／
8
月
31
日
f
ま
で
（
閉
庁
日
を

除
く
）
 

縦
覧
場
所
／
環
境
保
全
課
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

※
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。http://w

w
w
.pref.kyoto.jp/ 

　assessm
ent/index.htm

l

 

   
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任

を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
犬
の
放
し
飼
い

や
散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
は
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
 

犬
は
し
っ
か
り
つ
な
い
で
飼
い
、
散
歩
時

に
は
ス
コ
ッ
プ
と
回
収
袋
を
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、

次
の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜

2
時
20
分
　
府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
9
時

〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

親
子
サ
ロ
ン
の
休
室
 

母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク
 

家
族
介
護
者
交
流
事
業
 

敬
老
会
 

水
中
運
動
教
室
 

乳
幼
児
医
療
制
度
の
拡
充
 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て
 

飼
い
ま
し
ょ
う
 

環
境
影
響
評
価
 

事
後
調
査
報
告
書
の
縦
覧
 

予
防
接
種
機
関
の
拡
大
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町
で
は
、
都
市
計
画
の
線
引
き
見
直
し
作

業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
地
区
の
う
ち
、
市
街

化
区
域
に
編
入
を
予
定
し
て
い
る
森
中
内
・

相
島
東
地
区
と
佐
山
中
道
・
美
ノ
ヶ
薮
地
区

に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
地
区
計

画
を
定
め
る
予
定
で
す
。
 

ま
た
、
見
直
し
地
区
に
係
る
特
別
工
業
地

区
、
高
度
地
区
お
よ
び
準
防
火
地
域
の
変
更

を
す
る
予
定
で
す
。
 

こ
れ
ら
都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
て
い
ま

す
。
 

縦
覧
期
間
／
8
月
10 
日
f
ま
で
（
閉
庁
日
を

除
く
）
 

縦
覧
場
所
／
都
市
計
画
課
 

意
見
書
提
出
期
間
／
縦
覧
期
間
と
同
じ
 

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
 

  
府
山
城
北
保
健
所
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
や
多
発
性
硬
化
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、

重
症
筋
無
力
症
な
ど
の
神
経
系
難
病
の
こ
と

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
18 
日
c
　
午
後
１
時
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
 

対
象
／
神
経
系
難
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ

る
人
や
そ
の
家
族
 

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・

助
言
 

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

南
京
都
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

医
長
　
岡
伸
幸
医
師
 

定
員
／
6
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
20
日
b
か

ら
、
府
山
城
北
保
健
所
保
健
室
1
0
7
 

　
　
7
4
（
2
１
）
2
9
１
１
へ
。
 

  
公
共
下
水
道
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で

下
水
道
管
敷
設
工
事
を
行
い
ま
す
。
 

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み

な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

                        問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

  
宇
治
久
世
医
師
会
で
は
、
喉
頭
が
ん
検
診

を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

喉
頭
が
ん
は
肺
が
ん
と
と
も
に
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
 

早
期
発
見
す
れ
ば
、
声
を
失
わ
ず
に
す
み

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
 

期
間
／
9
月
29
日
g
ま
で
 

検
診
場
所
・
受
診
方
法
／
久
御
山
南
病
院
1
 

　
　
0
7
5
（
6
3
１
）
2
2
6
１
、
そ
の

ほ
か
宇
治
市
、
城
陽
市
の
同
医
師
会
喉

頭
が
ん
検
診
実
施
医
療
機
関
（
耳
鼻
咽

喉
科
）
で
直
接
受
診
で
き
ま
す
。
 

対
象
／
久
御
山
町
ま
た
は
宇
治
市
、
城
陽
市

に
在
住
す
る
40
歳
以
上
で
2
週
間
以
上

声
が
れ
の
人
 

費
用
／
7
0
0
円
 

問
い
合
わ
せ
／
同
医
師
会
事
務
局
1
0
7
7
 

　
　
4
（
2
2
）
6
4
8
7
 

     日
時
／
9
月
2
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
お
よ

び
町
剣
道
連
盟
に
登
録
し
て
い
る
人
 

試
合
方
法
／
個
人
戦
（
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
・
一
般
の
部
） 

費
用
／
個
人
戦
　
小
・
中
・
高
校
生
5
0
0

円
、
大
人
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
15 
日
d
ま

で
に
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館

内
）
ま
た
は
同
連
盟
事
務
局
（
坂
さ
ん

宅
）
1
0
7
7
4
（
4
１
）
6
4
１
0

へ
。
 

  日
時
／
9
月
4
日
・
11 
日
・
18 
日
・
25
日
・

10 
月
2
日
い
ず
れ
も
火
曜
日（
計
5
回
）

午
後
7
時
〜
9
時
 

場
所
／
中
央
公
園
庭
球
場
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
先
着
20
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
19 
日
a
ま

で
に
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館

内
）
へ
。
電
話
不
可
 

        〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど

が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。
 

費
用
は
8
月
10 
日
f
（
10 
日
ま
で
の
教
室

に
つ
い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い

教
室
は
無
料
で
す
。
 

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
 

町
総
体
剣
道
大
会
 

喉
頭
が
ん
検
診
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

神
経
系
難
病
相
談
 

申
し
込
み
は
8
月
１
日
D
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
5
）
0
0
0
2
 

休
館
日
 
毎
週
月
曜
日

ゆ
う
ホ
ー
ル
 

▼田井処理分区（坊之池地区内）地図 

工期は、平成20年1月中旬まで 

▼下津屋処理分区（府営下津屋団地南側）地図 

工期は、平成19年9月末まで 
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  ▼
初
め
て
の
ワ
ー
ド
 

日
時
／
8
月
24
日
f
・
25
日
g
・
26
日
a

　
　
【
3
回
コ
ー
ス
】
　
午
前
9
時
30
分
〜

11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
8
月
15 
日
d
　
午
前
9
時
〜
正
午
、

16 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
、
23
日

e
午
後
5
〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を

自
由
に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
8
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」

と
「
映
画
」
な
ど
で
す
。
 

定
員
／
25
人
 

  日
時
／
8
月
8
日
d
・
22
日
d
　
い
ず
れ
も

午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
8
月
3
日
f
　
午
後
8
時
〜
9
時
、

11 
日
g
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分
、

18 
日
g
　
午
後
7
時
〜
8
時
（
受
け

付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学

生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま

す
。（
雨
天
・
曇
り
の
と
き
は
中
止
）
 

  日
時
／
8
月
28
日
c
　
午
後
8
時
〜
9
時
30

分
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学

生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
欠
け
た
ま
ま
の
月
が
東
か
ら
昇
る
月

出
帯
食
の
皆
既
月
食
の
観
察
を
し
ま
す
。

（
雨
天
・
曇
り
の
と
き
は
中
止
）
 

  日
時
／
8
月
17 
日
f
・
24
日
f
・
31
日
f

 
 
【
3
回
コ
ー
ス
】
　
午
前
10 
時
30
分
〜

11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で

子
育
て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
8
月
9
日
e
　
①
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
　
②
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

※
①
・
②
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
ウ
ッ
デ
ィ
ー
メ
イ
ト
宇
治
の
先
生
と

木
工
を
楽
し
み
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
5
日
a
　
午
前
8
時
50
分
〜
午

後
5
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
年
生
以
上
の
児

童
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
バ
ス
で
神
戸
市
立
須
磨
海
浜
水
族
園

と
、
明
石
海
峡
大
橋
へ
行
き
ま
す
。（
7

月
と
同
内
容
）
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
小
・
中
学
生
　
9
0
0
円
、
大
人
　

１
，
8
0
0
円
（
交
通
費
・
入
館
料
含

む
）
 

  日
時
／
8
月
23
日
e
　
午
前
8
時
50
分
〜
午

後
5
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
年
生
以
上
の
児

童
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
バ
ス
で
大
阪
市
立
海
洋
博
物
館
と
南

港
野
鳥
園
へ
行
き
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
小
・
中
学
生
　
7
0
0
円
、
大
人
　

１
，
7
0
0
円
（
交
通
費
・
入
館
料
含

む
）
 

  日
時
／
8
月
10 
日
f
　
将
棋
の
部
　
午
前
9

時
30
分
〜
正
午
、
オ
セ
ロ
の
部
　
午
後

１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
将
棋
と
オ
セ
ロ
の
ゲ
ー
ム
大
会
で
す
。
 

定
員
／
各
種
目
24
人
 

  日
時
／
8
月
11 
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
正

午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
小

学
１
〜
3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。
 

内
容
／
よ
く
回
る
コ
マ
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
組
 

費
用
／
2
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
12 
日
a
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
木
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り

ま
す
。
（
7
月
と
同
内
容
）
 

定
員
／
8
組
 

費
用
／
3
0
0
円
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

皆
既
月
食
観
察
会
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
②
 

小
学
生
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

低
学
年
工
作
教
室
 

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
①
 

親
子
で
工
作
教
室
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  日
時
／
8
月
14 
日
c
　
①
午
前
9
時
〜
正
午

②
午
後
2
時
〜
5
時
、
17 
日
f
　
③
午

前
9
時
〜
正
午
　
④
午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
木
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り

ま
す
。
（
7
月
と
同
内
容
）
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
19 
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
4
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
16 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
収
納
ベ
ン
チ
を
作
り
ま
す
。
（
7
月

と
同
内
容
）
 

定
員
／
8
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
4
日
g
・
18 
日
g
　
い
ず
れ
も

午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

    

        日
時
／
①
8
月
6
日
b
・
17 
日
f
・
23
日
e
・

28
日
c
　
午
後
7
時
〜
8
時
　
②
8
月

4
日
g
・
12 
日
a
・
19 
日
a
・
25
日
g

午
前
10 
時
〜
11 
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
12 
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
先
着
15 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）
 

   日
時
／
9
月
6
日
か
ら
10 
月
11 
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
【
6
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
7

時
〜
8
時
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
ゆ
っ
く
り
身
体
を
動
か
し
ポ
ー
ズ
を

取
り
、
心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

て
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
す
。
 

定
員
／
先
着
30
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
9
月
4
日
か
ら
9
月
25
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
【
4
回
コ
ー
ス
】
　
い
ず
れ

も
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場
 

対
象
／
町
内
在
住
で
50
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
先
着
40
人
 

費
用
／
１
回
１
0
0
円
 

  日
時
／
9
月
23
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
15 
歳
以

上
の
人
お
よ
び
体
育
館
利
用
者
で
4
〜

7
人
編
成
の
チ
ー
ム
（
中
学
生
は
不
可
）
 

定
員
／
先
着
30
チ
ー
ム
 

費
用
／
１
チ
ー
ム
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
9
月
16 
日
a
ま

で
に
総
合
体
育
館
へ
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

8
月
14 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１
 

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】
（
面
接
相
談
）
 

8
月
16 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
各
保
育

所
 

※
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11 
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で
は
、
電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

8
月
14 
日
c
・
28
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後

１
時
　
中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
） 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

8
月
9
日
e
・
23
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
 

2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）
 

8
月
9
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
 

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。
 

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

8
月
16 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
 

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
先
着
8
人
（
要
予
約
）
 

※
申
し
込
み
は
同
協
議
会
へ
。
 

  【
連
絡
先
】
 

 
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

▽
車
い
す
 

  

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
 

（
夜
間
の
部
）
 

申
し
込
み
は
8
月
2
日
E
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
4
）
3
7
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

総
合
体
育
館
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 4 8人　 
8 , 5 4 0人　 
8 , 6 0 8人　 
6 , 6 7 7世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 9人　 
1 1人　 
6 8人　 
8 0人　 

〈6月中の動き〉 

〈7月1日現在〉 

（
前
月
比
／
減
４
人
）
 

介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
 

小
学
生
工
作
教
室
 

大
人
木
工
教
室
 

漢
字
出
直
し
塾
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総合体育館は、定期清掃のため9月25日Cは臨時休館します。ご了承ください。 



※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※１はゆうホール、※2は公団集会所）です。母子健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課 

健 　 診 ・ 相 　 談  

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 2日E

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 23日E

パパ＆ママ教室（第4回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
赤ちゃんのお風呂のいれ方や
交流会 

4日G

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

3日F

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成17年11月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

17日F

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成19年4月生まれ 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

9日E

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成18年10月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

6日B

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成17年1月生まれ 
歯科医師による健康診査、予防指
導、身体的・精神的な発達指導 

20日B

成 人 歯 科 健 診  午後1時～1時30分 
40歳以上の人・ 
妊婦 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

20日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成16年1月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

24日F

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

午後1時40分～1時55分 9日EＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  
・3か月以上6か月未満の乳児 
　（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 

10か月児健診（7月9日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

※1

※2

16
　　　　 

広報くみやま 平成19年8月1日 

保健予防のコーナー 

社会教育課　1631-9980／45-3918 
syakai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

水　道　課　1631-9987／45-3919 
suidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

下 水 道 課　1631-9990／45-3920 
gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

議会事務局　1631-9996／45-0105 
gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）3000

会　計　課　1631-9932／45-3909 
kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

消 防 本 部　1631-1515 
syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5382

町体育協会 
10774（44）2205　60774（44）2203

いきいきホール 
10774（41）3466　60774（44）1199

荒　見　苑 
10774（44）3405　60774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会） 
1075（631）0022　6075（632）3001

御牧保育所　1・6075（631）2475

佐山保育所　1・60774（43）2970

宮ノ後保育所　1・60774（43）4906

宇治警察署　10774（21）0110

山城広域振興局　宇治総合庁舎 
10774（21）2101　60774（21）2106

山城北保健所 
10774（21）2191　60774（24）6215



燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

1日 
（第１水曜日） 
15日 

（第３水曜日） 

8日 
（第２水曜日） 
22日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 

※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

22日D

23日E

1日D
27日B

8日（第２水曜日） 

※指定の場所に油が入っていた容 
　器等に入れて出してください。 

8月のごみ・し尿収集日 
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環境保全のコーナー 

■久御山町役場（代表） 
1075（631）6111／0774（45）0001 
6075（632）1899

総　務　課　1631-9991／45-3922 
soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

企画財政課　1631-9992／45-3924 
kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

広報行政課　1631-9993／45-3926 
koho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

税　務　課　1631-9926／45-3908 
zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

社会福祉課　1631-9902／45-3902 
hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）1807

長寿健康課　1631-9903／45-3904 
tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

住　民　課　1631-9904／45-3905 
jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

国保医療課　1631-9913／45-3906 
kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

環境保全課　1631-9917／45-3907 
kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

建設整備課　1631-9961／45-3912 
kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

産　業　課　1631-9964／45-3914 
sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

都市計画課　1631-9966／45-3915 
tokei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

学校教育課　1631-9974／45-3917 
gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

■各課別ダイヤルイン等 

町公共機関電話番号等 



久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

  三
月
二
日
の
七
ツ
時
（
午
後
四
時
）、

奥
野
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
三
人
は
石
部

宿
（
現
滋
賀
県
湖
南
市
石
部
町
）
に
着

い
た
。
石
部
宿
は
、
京
方
面
か
ら
江
戸

へ
下
る
多
く
の
人
々
が
、
旅
の
一
日
目

を
過
ご
す
宿
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
 

当
時
の
石
部
宿
の
入
口
に
は
、
「
東

木
戸
」
が
設
け
ら
れ
、
石
垣
も
築
か
れ

て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
現
在
の
石
部
は

昔
な
が
ら
の
細
い
道
は
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
も
の
の
、
古
い
家
や
建
物
は
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
か
つ

て
の
石
部
宿
の
繁
栄
の
様
子
は
、
旧
道

か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
雨
山

文
化
運
動
公
園
内
（
現
湖
南
市
雨
山
）

に
、
旅
籠
・
茶
店
・
商
家
・
農
家
な
ど

が
再
現
さ
れ
た
「
石
部
宿
場
の
里
」
と

石
部
宿
と
街
道
の
歴
史
資
料
を
展
示
し

た
「
東
海
道
石
部
宿
歴
史
民
俗
資
料
館
」

が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
宿
場
町
へ
戻
っ

た
よ
う
な
気
分
が
満
喫
で
き
る
。
 

さ
て
、
一
行
三
人
は
、
石
部
宿
の
「
た

ち
花
屋
」
と
い
う
旅
籠
に
投
宿
し
た
。

文
政
年
間
（
一
八
二
八
年
ご
ろ
）
の
「
石

部
宿
町
並
図
」
に
「
旅
籠
屋
　
橘
や
市

左
衛
門
」
の
名
が
み
え
、
幕
末
ご
ろ
に

は
脇
本
陣
に
な
っ
た
と
い
う
。
 

こ
の
旅
籠
の
宿
賃
は
、
三
○
○
文
と

茶
代
五
○
文
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
五
泊

し
た
旅
籠
の
宿
賃
と
変
わ
ら
な
か
っ
た

が
、
琵
琶
湖
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

夕
飯
に
は
鮎
の
塩
焼
き
な
ど
が
膳
を
飾

り
、
三
人
は
郷
土
色
豊
か
な
料
理
に
舌

鼓
を
打
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

か
つ
て
、
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
が
旅

の
最
後
の
夜
を
過
ご
し
た「
た
ち
花
屋
」

（
橘
や
）
も
今
は
な
く
、
そ
の
跡
に
は

現
在
、
二
軒
の
民
家
が
建
っ
て
い
る
。
 

一
行
三
人
は
三
日
の
早
朝
、
「
た
ち

花
屋
」
を
出
立
し
、
東
海
道
を
草
津
（
現

滋
賀
県
草
津
市
）
に
向
か
っ
た
。
石
部

宿
を
出
た
あ
た
り
は
昔
、
石
部
金
山
と

呼
ば
れ
て
い
て
、
奈
良
時
代
に
は
銅
が

採
掘
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
江

戸
時
代
に
も
黄
銅
を
産
出
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
よ
く
堅
い
人

間
を
「
石
部
金
吉
」
と
い
う
が
、
こ
れ

は
こ
の
石
部
の
金
山
か
ら
起
こ
っ
た
言

葉
で
あ
る
。
 

石
部
金
山
は
そ
の
後
、
灰
山
と
呼
ば

れ
、
初
期
の
こ
ろ
の
東
海
道
は
灰
山
の

北
側
、
下
道
と
呼
ば
れ
る
野
洲
川
沿
い

を
通
っ
て
い
た
が
、
川
の
氾
濫
が
続
い

た
こ
と
で
、灰
山
の
南
を
通
る
街
道（
上

道
）
が
作
ら
れ
た
。
 

灰
山
か
ら
伊
勢
落
・
林
（
現
滋
賀
県

栗
東
市
）
を
通
り
、
し
ば
ら
く
歩
む
と

右
手
に
、
俵
藤
太
秀
郷
の
百
足
退
治
で

知
ら
れ
る
三
上
山
（
近
江
富
士
）
の
美

し
い
稜
線
が
望
見
で
き
る
。
そ
し
て
左

側
に
は
梅
木
立
場
の「
旧
和
中
散
本
舗
」

の
堂
々
と
し
た
店
構
え
が
、
周
囲
の
町

並
み
を
圧
倒
し
て
い
る
。
和
中
散
は
、

漢
方
薬
の
一
種
で
、
腹
痛
や
暑
気
あ
た

り
に
よ
く
効
く
薬
と
し
て
も
て
は
や
さ

れ
た
。
和
中
散
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、

徳
川
家
康
が
腹
痛
を
起
こ
し
た
時
、
こ

こ
の
和
中
散
を
服
用
し
て
、
回
復
し
た

こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
 

本
舗
の
建
物
は
、
元
禄
年
間
（
一
六

八
八
〜
一
七
○
四
）
と
い
わ
れ
、
店
舗
、

製
薬
場
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 

三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
三
人
は
、
和
中

散
本
舗
の
あ
る
梅
木
・
六
地
蔵
か
ら
手

原
（
現
栗
東
市
）
を
通
り
、
目
川
の
貯

水
池
を
眺
め
な
が
ら
右
に
曲
が
る
。
目

川
は
石
部
宿
と
草
津
宿
の
ほ
ぼ
中
間
に

あ
た
り
、
人
夫
が
駕
籠
を
止
め
て
休
息

す
る
立
場
が
あ
っ
た
所
で
、
こ
こ
で
売

り
出
さ
れ
て
い
た
「
菜
飯
田
楽
」
は
全

国
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
、
菜
飯
と
い
え

ば
目
川
を
指
す
く
ら
い
に
有
名
で
あ
っ

た
。
こ
の
立
場
か
ら
東
海
道
は
金
勝
川

に
沿
う
形
で
南
へ
進
み
、
さ
ら
に
草
津

川
に
沿
っ
て
西
へ
約
半
里（
約
二
キ
ロ
）

の
所
が
、
中
山
道
と
の
追
分
で
あ
る
。
 

こ
の
追
分
を
左
に
大
き
く
曲
が
り
、

約
一
一
丁
（
約
一
・
二
キ
ロ
）
歩
く
と
、

右
に
曲
が
る
角
地
に
、
「
右
や
ば
せ
道

　
こ
れ
よ
り
廿
五
丁
　
大
津
へ
船
わ
た

し
」
と
刻
ま
れ
た
道
標
が
あ
り
、
寛
政

十
年
（
一
七
九
八
）
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
道
標
の
あ
る
こ
の
角
地
に

は
、
か
つ
て
「
姥
ヶ
餅
屋
」
が
あ
っ
た
。

こ
こ
の
姥
ヶ
餅
は
、
東
海
道
で
は
安
倍

川
餅
（
府
中
宿
）
と
並
ぶ
西
の
横
綱
格

の
名
物
餅
で
あ
っ
た
。
姥
ヶ
餅
の
店
舗

は
、
現
在
、
草
津
宿
の
入
り
口
の
国
道

沿
に
移
り
、
江
戸
時
代
の
店
を
模
し
た

茅
葺
き
屋
根
の
建
物
を
作
っ
て
営
業
を

し
て
い
る
。
 

さ
て
、
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
一
行
三

人
は
、
帰
村
を
急
い
で
い
た
た
め
か
、

こ
の
草
津
宿
で
は
休
息
も
し
な
い
で
、

一
路
、
矢
橋
湊
へ
と
向
か
っ
た
。
 

石
部
宿
か
ら
東
海
道
を
矢
橋
湊
へ
 

▲三人が宿泊した石部の「たち花屋」跡（写真右） 
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